


《
解
説
〉

「
少
林
寺
三
十
六
一
房
わ
h何
本
の
ク
'
ン
フl

映
画
フ
ァ
ン
の
問
で
、
「
幻
の
ク
ン
フ

i
映
画
」

と
し
て
噂
さ
れ
て
い
た
映
画
が
と
う
と
う
や

っ
て
き
た
。

ブ
ル
!
ス
・
リ

i
、
ジ
ャ
ッ
キ
!
・
チ
ェ

ン
ト
い
か
ヒ
ャ
ト
す
る
印
忽i
u前
か
ら
い
タ

t
ン
ブ
2

1
映
画
を
作
り
続
け
て
き
た
香
港
映
画
界
が
、

そ
の
豊
富
な
蓄
積
の
上
に
自
信
を
も
っ
て
世

に
送
り
出
し
た
一
作
が
「
少
林
寺
」
ど
す
る

な
ら
、
そ
の
「
少
林
寺
」
を
生
み
出
す
キ
ツ

カ
ケ
ど
な
っ
た
の
が
、
こ
の
「
少
林
寺
三
十

六
房
」
だ
。

「
少
林
寺
三
十
六
一
房
」
は
、
口
世
紀
の
中

国
を
舞
台
に
少
林
寺
が
送
り
出
し
た
中
国
史

上
辺
市
九
数
々
の
国
民
的
英
雄
の
ひ
と
り
、

グ
劉
裕
徳
。
の
実
伝
を
基
に
ド
ラ
マ
化
し
た

本
格
的
ク
ン
フ

l
映
画
。

パ
ナ
カ
で
も
こ
の
劉
青
年
が
少
林
拳
を
マ
ス

タ
寸
す
べ
〈
三
十
五
房
(
三
十
五
の
武
道
部

屋
}
で
、
挙
法
、
根
一
法
、
刀
法
、
眼
法
な
ど
、

あ
ち
ゆ
る
武
術
テ
ク
ニ
ツ
久
の
羽
田
線
乞
積
み

成
長
し
て
い
く
プ
ロ
…
セ
ザ
〈
は
他
の
ク
ン
フ
!

映
釘
で
は
決
し
て
見
ら
い
い
な
い
も
の
で
、
圧

巻
。
彼
は
少
林
寺
に
入
門
し
て
武
術
修
業
を

積
方
、
少
林
寺
史
上
ま
作
に
み
る
最
強
の
拳

法
家
に
な
っ
て
、
父
や
師
、
友
の
仇
で
あ
る

清
国
の
暴
虐
な
武
将
に
復
讐
を
来
し
、
グ
林

寺
に
一
反
っ
て
み
ず
か
ら
編
み
出
し
た
武
道
鍛

練
部
屋
子
一
十
六
日
勾
」
目
を
創
設
す
る
の
で

+
め
司
る
。
一
一

主
演
の
劉
家
輝
(
リ
ュ
!
・
チ
ア
フ
ィ
)
、

準
主
役
の
劉
家
柴
(
リ
ュ
!
・
チ
ア
ユ
ン
)

と
、
監
督
・
武
術
指
導
を
担
当
し
て
い
ゑ
劉

家
良
(
リ
ュ
j
J
チ
?
μノ
ア
ン
)
は
、
え
林

一
一

y
}

派
の
挙
法
を
極
め
た
吠
道
一
家
。
特
に
ふ
み
演

の
密
冬
場
ほ
ド
!
現
在1
3
!

プ
ラ
ザ
ム
ス

に
属
す
る
香
港
を
代
表
ヰ
る
ス
タ
ー
で
み
る

が
、
日
本
に
紹
介
さ
れ
み
の
は
、
初
め
て
。
日

本
中
に
大
き
な
旋
風
を
巻
き
起
噌
」
す
ス
タ
ー
!

と
し
て
の
資
質
は
十
分
長
。
一

ま
た
、
特
訓
を
ほ
ど
『γす
寺
一
樗
憎
の
ひ
一
ど

り
に
「
ド
ラ
ン
ク
・
モ
、
/
キ
!
/
酔
拳
」
で

ジ
ャ
ッ
キ

l

・
チ
ェ
ン
の
師
匠
に
な
っ
た
若

物
じ
い
さ
ん
京
小
田
(
ユ
ア
ン
・
シ
ャ
オ
一
ア

ィ
エ
ン
)
が
演
じ
て
い
る
他
、
患
役
ス
タ
「

羅
烈
(
ロ

l

・
リ
エ
)
等
、
多
彩
な
キ
ヤ

ト
で
贈
る
本
格
的
実
録
少
林
寺
娯
楽
作
。

-
頂
房

す
べ
て
の
一
房
。
て
武
芸
を
習
得
し
た
の
ち
、
仏
や
経
の

哲
理
を
極
め
る
一
房
。
必
技
一
体
か
ら
生
ま
れ
る
「
悟

り
」
の
体
得
を
目
的
と
す
る
。

m
平
衡
房

池
に
浮
ぶ
丸
太
を
の
り
渡
り
、
平
衡
感
覚
を
養
う
。

修
練
を
つ
む
と
、
ど
ん
な
に
細
い
棒
に
な
っ
て
も
水

面
を
1但
疋
す
る
小
石
の
ご
と
く
の
り
渡
れ
る
よ
う
に

れ
怯λ
ω。

-
管
力
房

桶
を
水
い
っ
ぱ
い
満
た
し
て
両
手
で
水
平
に
持
ち
、

起
伏
の
あ
る
狭
い
道
を
二
疋
の
場
所
ま
で
運
ぶ
。
管

の
力
を
鍛
え
る
訓
練
で
あ
る
。
苦
し
く
な
っ
て
腕
を

下
げ
な
い
よ
う
、
腕
に
は
略
版
に
向
け
た
小
万
を
く

く
り
つ
け
て
練
習
を
行
う
。

-
拳
術
房

拳
法
に
よ
っ
て
、
精
、
力
、
気
、
骨
、
神
の
五
者
を

互
い
に
練
る
こ
と
を
目
指
し
、
鶴
拳
練
精
、
蛇
拳
練

気
、
豹
拳
練
力
、
虎
拳
墾
問
、
龍
拳
練
神
の
五
拳
を

練
習
す
る
。
映
画
で
は
「
攻
字
伏
虎
」
と
い
っ
て
、

虎
が
攻
撃
す
る
時
の
型
を
練
習
し
て
い
る
。

-
腿
術
房

こ
こ
で
は
足
技
を
訓
練
す
る
。
足
技
に
は
蹴
り
技
の

他
に
敵
の
足
を
払
う
掃
腿
法
、
蹴
腿
法
が
あ
り
、
こ

れ
ら
の
技
の
修
練
を
つ
む
と
、
足
の
速
さ
は
目
に
も

と
ま
ら
ね
速
さ
と
な
っ
て
敵
を
襲
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
。

蹟
万
術
房

刀
術
を
修
行
す
る
房
。
少
林
寺
で
は
武
器
を
手
の
延

長
と
考
え
ら
れ
て
い
る
た
め
拳
法
を
修
行
し
た
あ

と
で
刀
術
字
学
ぶ
。
映
画
で
は
腰
刀
と
い
わ
れ
る
力

が
体
に
巻
き
つ
く
よ
う
な
刀
術
を
学
ん
で
い
る
。

富
三
節
根
房

主
人
公
、
一
二
徳
の
あ
み
だ
し
た
三
節
視
を
修
業
す
る

た
め
の
お
番
目
の
一
房
で
あ
る
。
一
一
菌
根
は
双
節
根
(
ヌ

ン
チ
ャ
ク
)
の
原
型
で
、
一
二
つ
の
根
を
操
る
た
め
凄

ま
じ
い
破
壊
力
を
も
っ
。

-
双
万
房

日
本
の
江
戸
時
代
、
宮
本
武
蔵
が
二
力
流
と
し
て

活
躍
し
た
が
、
刀
術
の
長
刀
と
違
っ
て
短
か
め
を
使

用
。
防
ぎ
と
同
時
に
攻
め
を
行
な
え
る
所
に
長
所
が

中
め
マ
令
。

-
腕
力
房

長
い
竹
ざ
お
の
先
に
重
い
鉄
の
槌
を
つ
け
、
鐘
を
つ

り
い
線
摺
日
汗
す
る
。
腕
力
が
つ
く
ば
か
り
で
な
{
、
四

両
破
千
斤
と
い
う
わ
ず
か
な
力
、
て
大
き
な
力
を
破

る
拳
法
の
極
意
を
体
得
で
き
る
。

-
眼
力
房

暗
閣
で
口
|
ソ
ク
の
炎
を
眼
。
て
追
い
、
炎
を
見
る
と

同
時
に
拳
や
足
で
打
ち
、
眼
と
体
の
反
射
神
経
を
養

成
す
る
。
修
業
が
進
む
と
、
眼
到
手
到
、
す
な
わ
ち

眼
が
到
る
と
こ
ろ
が
即
手
の
到
る
と
こ
ろ
に
な

ず
匂
。

m
頭
力
房

砂
の
入
っ
た
袋
を
上
か
ら
ぶ
ら
下
げ
、
頭
を
打
ち
つ

け
て
頭
力
を
鍛
え
る
。
功
を
つ
む
と
一
撃
必
倒
の
技

に
な
る
。

-
根
術
房

根
の
先
て
歯
車
を
回
し
、
根
法
の
極
意
を
会
得
す
る
、

並
行
に
渡
し
た
針
棒
に
は
鋭
い
刃
物
が
し
か
け
ら
れ

て
い
る
た
め
、
失
敗
は
許
さ
れ
な
い
。
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